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要  旨 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

井尻地区は、電車に乗れば天神や博多駅まで10分程度で到着するなど、都心部への交通アクセスにすぐ

れ、本市内においても交通利便性が高い地域であると強く感じております。 
その一方で井尻地区内の中心部を分断するように西鉄天神大牟田線が通り、１日上下各231 本の列車が

通行しており、地区内には８カ所の踏切が存在し、この踏切により交通渋滞が引き起こされている状況で

す。さらに平成20年以降で井尻地区では３件の踏切死亡事故が発生しております。 
このため、井尻地区におきまして、西鉄天神大牟田線連続立体交差化の早期実現を期して、平成23年８

月に井尻地区まちづくり期成会を発足させ、24年度から3カ年にわたり、井尻駅を中心としたまちづくり

について、活発な意見交換並びに検討を行い、平成27年３月に井尻地区まちづくり計画書を策定するとと

もに、髙島宗一郎市長に井尻地区の連続立体交差化について要望書を提出したところです。 
全国的に見ても、都市部で電車が地上を走行している箇所では、踏切による車や人の交通遮断や踏切事

故の危険性が絶えないことから、井尻地区においてもこのような踏切の除却が喫緊の課題であると認識し

ています。 
現在、当地区の南側に位置する雑餉隈駅周辺地区では鉄道高架事業が進められており、次は井尻との思

いを強くしているところです。 
以上のことを鑑み、交通の円滑化と安全、安心なまち、井尻の発展のためにも、井尻地区の連続立体交

差化について、現在、事業が進められている雑餉隈地区との連続性をもって実現を図り、踏切事故の解消、

及び踏切遮断による交通渋滞の緩和、線路両側のまちの一体化が図られることを地域住民一同、強く請願

します。 
よって、以下の事項を請願します。 
 
１．西鉄天神大牟田線井尻地区における連続立体交差化を早期に実現すること。  
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